
306 

反復吐・下血の原因となった空腸平滑筋腫の 1例

大阪医科大学外科学教室（指導： j森田 栄教授〉

寺西輝高・一崎英生

CB京稿受付昭和38年 1月14日）

A CASE OF LEIOMYOMA OF THE JEJUNUM WITH 
REPEATED HEMATOEMESIS AND MELENA 

bv 

TERUTAKA TERANISHI and HIDEO MISAKI 

From the Department of Surger、，（k1kaMedical School 

(Director : Prof. Dr.吋＼KAEAs、DA)

A 39・year-oldfemale had the chief complaint of repeated hematoemesis and melena 
for several years duration. Under the diagnosis of gastric ulcer a gastrectomy was carried 

out at another hospital. Nevertheless, her complaint persisted after the operation, and she 
was admitted to the surgical department in our hospital one and a half y田 rsafter the 

gastrectomy. 

Upon re-laparotomy, a duck-egg-sized, smooth surfaced, elastic hard mass with a clear 
boundary was found at the jejunum about 7 cm anal from the ligament of TREITZ. The 

intestine, including the mass, was resected about 30 cm in length, and an antecolic side-

to-side duodeno-jejunal anastomosis was successfully performed. 

Postoperative course was uneventfull and the patient was discharged in 3 weeks. 

The tumor revealed pathohistologically a leiomyoma of the jejunum which is seldom 
encountered. 

緒言

小腸，とくに空腸に発生する平滑筋腫の報告は極め

て少し、が，消化管内出血やイ Lウスを合併して手術の

対象となることがある．われわれはp 約4年前から間

歌的に下Jfitを米しp 胃ポリープないしは胃潰場の診断

のもとに内科的並びに外科的if；抑を受けたが較快せ

ず，当科に入院，開腹術を行なって空腸平滑筋腫を発

見し，別出全治せしめ得た 1例を経験したのでここに

報告する．

症 例

患者： 39才，女f-.

主訴． 反復せる吐血及び下血．

家族歴：特記するものなし．

既往歴：昭和12年，虫垂切除術．昭和30年，子宮後

屈症の手術をうけた．

現病歴：昭和16年頃から食後2～3時間で心m部痛
があったがp そのまま家庭で治療していた．昭和31年

12月頃から時々下血を ~L ，その都度内科的治療をう

けた．昭和34年2月某病院にて胃潰場のよ空間iの中に間

切除術をうけたにもかかわらず，その｛も 再三吐血p

下血を来したのでP 昭和35年7月20日当Hに入院し

た．心、禽部痛は宵切除術後には全く訴えていな＂＇・

入院時所見 ・体格p 栄養中等，顔面蒼白，苦悶状を

呈しI I芝l必及び粘膜は蒼白p 脈樽 !O"l. 緊張良好，大

きさやや小p 血圧倒～0mmHg，皮府に出血斑p 浮腫

はみと灼られず，~部， F夜窓及び鼠径部リンパ腺はふ

れない．綱引；（立打聴診上県常をみとめずp 局所マ見と

してP 腹部は平坦で，正中線の上，下及び回盲i郊に手
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第 1 図 手術 時 所 見 t腰癌Jの1]iI面）

第 2図 手術時所ー見（腫痛の後面）
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術般穫をみとめた．筋性防御や圧痛はな く，異常抵抗

を心禽却にふれるのみでp 腫癌は触知出来ず， lj!, 

li"c'1腎もふれない．腸雑音（よ微弱な，：j；ら聴取し得た．

i仇色索量（ザーリー） 55%，赤血球数372万． 直ち

に輸1frr，輸夜を開始しp 止IITL剤7コ投与を強｝］に行ない

全身状態の回復きはかったつり 下血，吐f且が甚だし

し入院2日後にほ血色素量5-1払赤血球数289万と

むしろ低下した．そこで入院後3日目に緊急開腹術を

施行した．

手術所見 ：気管内挿管エーテ ，.全身麻~＇らにより上正

中切開にて開腹した．前回の開腹術によって大網が腹

膜と一部癒、着していたが，これを剥離して腹腔に入る

にp ガス及び腹水をみとめなかった．胃にはBillrothI 

胃切除術が行なわれており胃はかなり小さくなってい

たがp その他には異常はみとめられなか「た. '1、＇，！，＼，

大腸に暗紫色の内容が多量に透見されたのも小腸を

口側にたどって行くと， トライツ氏靭帯から約7cm.HI 

門側の空腸1=,f号>JiJ大P 弾性硬の腫痛があるのを発見
しt：，腫癒の媛膜面は正常で周聞との癒着もみられな

かった（第 l,2図I，そこで第3図の如く十二指腸を遊

離したのち，これを下行部の紅門側端において切断し

その口側を，後腹膜腔から小腸間膜の前方へ引き抜い

た．次に空腸をトライツ氏靭帯から約15cm.HI門側で切

断し，この援癒を合む十二指場空揚を切除し，上記の

十二指腸断端と空坊とを結腸前で側々防j合により再健

し，更に？主弘側々 l吻合を追加した． なお，結腸間膜リ

ンパ腺の，;:)I脹が多数見られたのーら その一つから試験

切片を採取してrm＜｛，手術を終了した．
切除標本：第4図に示す 如く腫溜は空腸壁のほぼ

』l / 5 を占め，灰三1色，鷲j~大p 弾性硬．表面は平，－n,

境界は比絞的明瞭：，外面は衆嘆によりp 内面は粘膜

によっておおわれp内腔に強く突出し，その中央に小さ

い淡湯が存在しpその周囲に娘痕形成功：みとめられた

第3図 切除部位並びにl吻合模型図

以以lcnoサ勺肌o.J<>Mi<l
血 lecoll岨

第4図別出標本

れ 'f' 揖《ii

病理組織学的所見 ．屋場組織は粘膜下組織から筋層

にかけて見らjL，細胞は得棒状の核を有しP 東を形成

し種々の方向に交錯して走行しているが，核の観兵式

様配列は見られない（第5.6図＼一部ではp これらの

腫場組織が粘膜下に顔を出し潰場形成をみとめた．

VanGieson氏染色で腫疹組織はほとんど赤染せず，黄

色に i：~H~ し た． 即ち，平滑筋腫と診断される．刻出し

たリンパ腺には騒疹組織は全くみられなかった．

術後経過； 概めて順調でP 7日目にはタール様1更の

排出を見なくなり，全身状態も回復し， 3週間後に全

治退院した．約2年後の現在健康である．

考 察

小腸に発生する平滑筋腫はp 1858年 Foersterによっ

て報告されて以来I) 01川 n, Cherry. Segal, Rankin. 

Stt・¥¥;1rt. Allen, M .. r,hλII, Hanno, Klopp. Raiford軒、

JI) によっても報告 されたが，Olson2lは 1911年から

1942年に到る MayoClinicにおける小腸良性腫疹77例

の中，平滑筋種は16例， IWち約21°0.Raifordrnは，

45000の外科手術例及び11500の剖検例から88例の小腸

腫蕩をみとめそのうち平滑筋憶が33例， Rankin5lは55

例の小腸良性彊疹中11例p Goldonは1941例中197例の

小腸消平筋腫を発表しているが，いずれもその稀なこ

とを述べていみ．今これを空揚のみに限定すると，更

に一層少なくなると思われる．

わが国における小腸平滑筋腫の報告例は， 1943年，

清l'.'l専が，2主将2例，回腸7例を集計して報告して以

来J 別表12)、23）の如く I ~ ＼例にすぎず，しか も一 この

うち I~例が回腸より発生したもので従ってきE腸に発生
したものはわずかに7例のみであり，外国におけると

同僚にかなり稀なものと考えられる．

発生年齢は30～60才2)6)12）に多く，男，女性別によ

る大差はみられない12).
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第 5図 組織 標本 （H E 染色×70)

第 6図組 織標
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本症における主症状は，出：（;J，閉塞，腫癌の触知3

li.h'r1，破裂による阪駅：jミp 等：4)6）であるが， いずれも

本症に特有のものでなく p 胃，十二指腸（＿；［場p 癌，そ

の他消化管の種々の疾患に広く見られるもので，度々

これらの疾患と誤診されて治療されている場合があ

りへ 腫抱の触知，消化管出ri:L，或いは急性腹症によ

り手術をうけて初めて発見されたJJ);合法；30～7()00とな

っている．本症例も反復せる吐血及び下血を主訴とし

緊急の手術を必要としたため，充分な術前検査を行な

いえずp 診断を確定せぬままに手術を行なったのであ

乙がp 充分な検査とくにレントゲン検査によってもな

お診断が確定しない場合も多く報告されy 要するに診

断が非常に困艇な疾患であると恩われら．

本種湯には，内陸に向って発育する腸管内筋腫とp外

方に向って発育する明管外筋腫及びこれらの中間型が

存在するが＇＂＇， I人j筋附においては麗疹の腸管内腔閉遂

によるイレウ スη，表面のi.ti:Jι；・壊死による！正復性の

i: J,，~管l 人J /", •r': L を おこすことが多く p 本症例も出血を主持

とした ものである．一方p 外筋腫においては，鎗：転，

圧迫による症状を現わすが，腫癌を免il！知することも多

し＼

一般に平滑筋腫にともなう出血の原因としてIt，硝

了・様変性p 出血壊死，潰財形成及び腸市ffl慌による出

血等が考えられるが16）＇本症例において は，自IJ述の如

くF 腸粘嘆面に潰湯形成がみられこの部よりの出前［で

あった．

平滑筋唾，；：司般に良性と考えられているが， Klopp

10）は 10～~0%の.＇.＇！.＇！全変化f(iij を報告していゐのて，早期

にタト門的根治術が必要と考えられる．幸にもp 本症例

は~r後 2年の現在何等再発を思わしめる症状は現われ

ず健康である．終りにわれわれは本市例における経験

から，かかる玖患が上位腸管にも存在し， 原因不明の

消｛じ管山血の原因となること及びp 開腹時，しかるべ

き変化が存在しない場合にも十分な精査が必要て・ある

こと を強舟するものであろ．

結 呈五ロロ

反資せる吐血及ぴ下Jlllを来し，手術により全治せし

めNた空陽平滑筋歪の 1例を報告し，文献的考察を行

なった．

本：論文の要旨は第 12711白！大阪外科俗談会及びp 京都

外科If談会昭和135年 9月例会に於いて5Clkした．
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